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　市議会だよりは２月、５月、８月、11
月の第２土曜日（定例会
号）、１月１日（新年号）
に発行します。
　次回は６月定例会が開
催予定です。

２月定例会号

●議員からの寄附やあいさつ状（答礼のための自筆によるものを除く）は公職選挙法で禁止されています●

２月定例会

当
初
予
算
案
な
ど
を
可
決

　

市
議
会
は
、
平
成
30
年
２
月
定
例

会
を
２
月
26
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
市
長
選
挙

の
結
果
が
再
選
挙
と
な
っ
た
他
、
同

選
挙
に
関
し
て
市
選
挙
管
理
委
員
会

に
対
し
異
議
申
出
が
な
さ
れ
た
た
め
、

前
市
長
の
任
期
満
了
（
12
月
24
日
）

後
、
本
市
は
市
長
が
不
在
の
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
年
の
２
月
定
例
会

で
は
市
長
の
施
政
方
針
演
説
と
教
育

長
の
教
育
行
政
運
営
方
針
演
説
を
行

わ
ず
、
市
長
職
務
代
理
者
（
佐
藤
尚

美
副
市
長
）
が
提
出
し
た
平
成
30
年

度
当
初
予
算
案
を
含
む
議
案
等
39
件

を
一
括
議
題
と
し
て
、
各
会
派
が
代

表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
議

員
か
ら
は
、
市
川
市
議
会
委
員
会
条

例
の
一
部
改
正
案
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

法
の
改
正
及
び
そ
の
円
滑
な
施
行
を

求
め
る
意
見
書
案
等
の
発
議
10
件
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
請
願

の
審
議
や
、
16
人
の
議
員
に
よ
る
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、
市
長

職
務
代
理
者
提
出
議
案
33
件
を
い
ず

れ
も
原
案
通
り
可
決
・
同
意
し
た
他
、

諮
問
４
件
に
つ
い
て
異
議
な
い
旨
答

申
し
ま
し
た
。
議
員
提
出
議
案
に
つ

い
て
は
、
条
例
案
１
件
及
び
意
見
書

案
４
件
を
可
決
、
意
見
書
案
５
件
を

否
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
1
件

を
採
択
し
た
他
、
市
長
の
専
決
処
分

に
関
す
る
２
件
の
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　

(

代
表
質
問
は
２
～
５
面
、
一
般

質
問
は
６
～
７
面
、
審
議
結
果
一
覧

は
８
面
に
掲
載
）

市
長
不
在 

施
政
方
針
な
ど
は
実
施
せ
ず

◆
当
初
予
算

◆
主
な
議
案

　

介
護
保
険
法
に
基
づ
き
平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
各
年
度
の
保
険
料
率
に
つ
い

て
、
所
得
に
応
じ
、
17
段
階
（
現
行
の
16
段
階
に
１
段
階
を
新
設
）
に
区
分
し
て
定
め
る
と

共
に
、
同
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、
資
格
に
関
す
る
文
書
の
提
出
命
令
に
従
わ
な
い
被
保
険
者

等
に
科
す
る
過
料
の
対
象
を
拡
大
す
る
も
の
で
す
。

○
市
川
市
国
民
健
康
保
険
条
例
及
び
市
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

都
道
府
県
が
国
民
健
康
保
険
に
係
る
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
国
民

健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税
額
等
の
算
定
方
法
を
改
め
る
ほ
か
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

　

こ
の
他
、
２
月
定
例
会
で
は
、
損
害
賠
償
請
求
事
件
の
和
解
に
関
す
る
専
決
処
分
の
報
告

２
件
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
当
初
予
算
は
、
例
年
と
異
な
り
市
長
が
不
在
と
い
う
中
で
の
編
成
と
な
っ
た

た
め
、
新
規
事
業
や
方
向
性
の
転
換
を
伴
う
拡
大
事
業
に
つ
い
て
は
予
算
計
上
を
抑
え
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
市
長
不
在
に
よ
る
市
民
生
活
へ
の

影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
に
主
眼
を
置
き
、
こ
れ
ま
で
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
実

施
計
画
事
業
に
つ
い
て
は
で
き
る
限
り
予
算
計
上
す
る
こ
と
と
し
て
、
行
財
政
運
営
の
継
続

性
の
確
保
に
努
め
た
も
の
で
す
。

　

当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
が
対
前
年
度
比
０
・
６
％
減
の
１
４
４
０
億
円
、
特
別
会

計
は
、
３
会
計
（
前
年
度
は
５
会
計
）
を
合
わ
せ
て
７
４
２
億
８
８
０
０
万
円
で
同

22
・
０
％
の
減
、
公
営
企
業
会
計
の
病
院
事
業
及
び
下
水
道
事
業
（
30
年
度
に
特
別
会

計
か
ら
移
行
）
は
２
０
０
億
３
７
０
０
万
円
で
同
９
０
５
・
９
％
の
増
で
、
総
額
で
は

２
３
８
３
億
２
５
０
０
万
円
、
同
１
・
５
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
市
川
市
保
健
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
等
に
関

　
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
【
主
な
質
疑
】

　

「
本
病
院
を
民
営
化
す
る
理
由
と
し
て
、
医
師
を
確
保
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を
挙
げ
て
い

る
が
、
公
立
を
維
持
し
て
い
る
他
の
市
立
病
院
と
の
違
い
は
ど
の
よ
う
な
点
に
あ
る
の
か
。」

と
の
質
疑
に
対
し
、「
他
市
の
多
く
は
総
合
病
院
で
あ
る
が
、
医
師
が
不
足
し
た
場
合
、
当

該
診
療
科
目
を
休
診
す
る
こ
と
で
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
本
市
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
は
専
門
病
院
で
あ
る
た
め
、
医
師
の
不
足
に
よ
り
運
営
そ
の
も
の
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
点
が
あ
る
。」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

○
市
川
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆
報　
　
告

　

本
市
に
お
け
る
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
を
長
期
的
か
つ
安
定
的
に
提
供
す

る
た
め
、
市
川
市
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
の
運
営
を
民
間
事
業
者
に
引
き
継
ぐ
こ
と
に

伴
い
本
条
例
を
廃
止
す
る
他
、
当
該
引
き
継
ぎ
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
、
同
病
院
の
診
療
科

目
に
神
経
内
科
を
増
や
す
も
の
で
す
。

平成31年４月１日から民営化される市川市リハビリテーション病院


